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「タンチョウ」と「まりも」の里で「もっこり勉強」 
 

第 83 回北海道医学検査学会が道東の釧路市で、10
月 20 日、21 日の両日にわたって開催されました。一

般口演を前に開会式が行われ、来賓で釧路市長、釧路

市医師会長の挨拶をいただきました。釧路市長の挨拶

の中で、釧路市が二つの国立公園を抱える市であるこ

とが紹介されました。 
平成の合併でいままでの釧路湿原国立公園のほか

に阿寒国立公園の 
所在する阿寒町と 
合併したことによ 
るものだそうです。 
私の知識の低さか、 
釧路湿原が国立公 
園になっていたと 
は知りませんでした。（ちなみに、釧路湿原が国立公

園になったのは昭和 62 年 7 月で、現在の国立公園 28
箇所のうち一番新しい公園です） 

そもそも釧路湿原はラムサール条約で有名です。 
ラムサール条約は日本語の正式名称は「特に水鳥の

生息地として国際的に重要な湿地に関する条約」で、

通称は、この条約に関する最初の国際会議が開催され

たイランの都市ラムサールにちなんで呼ばれていま

す。1971 年に制定され、1975 年に発効されました。

この条約により釧路湿原が 1980 年に日本では一番最

初に登録されました。2005 年現在で、世界では 1524
箇所、日本では 33 箇所登録されています。 

道東はご存知の通り、世界自然遺産に登録された知

床や神秘の湖摩周湖など自然豊かなところです。この

学会の参加を通じて、北海道、とりわけ道東に関する

知識も深めることができました。 
さて、学会のメインテーマは「新たなる挑戦～人の

ために、今できること～」であり、今、人として、検

査技師として何ができるのか皆で考えようとのこと

です。 
招待講演では、慶応義塾大学病院・中央臨床検査

部・臨床検査相談室の早川美恵子技師が、 
「検査はどこから始まるか～これからの検査技師に

求められること～」と題して話されました。 
個人的には早川技師の講演を聞くのは 2 回目になり

ますが、最初に「まりもっこり」と「もっこりんご」

のスライドで場内を笑わし、一瞬の内に聴衆を惹きつ

ける話術は、さらにバージョンアップした感じがしま

した。それにしても「まりもっこり」は他に「あおも

っこり」や「じゃがいもっこり」など色々な異母兄弟

があるようです。おそろしや「まりもっこり」。 

つづいて、早川技師をアドバイザーとして、3 名の

パネリストによる、パネルディスカッション「検査技

師として、検査室として、医療人として今何ができる」

が行われました。 
 
 

第83回北海道医学検査学会 生理検査の入院患者への検査事前説明への取り組

み、糖尿病療養指導士として患者サービスを念頭に

おいた仕事への意識改革、地域の健康まつりに参画する

ことによる職能団体としての市民への啓発とそれぞれ

のパネリストが全体討論のための話題提供がありまし

た。時間の関係上、討論の時間が少なくなってしまいま

したが、個々の取り組みの熱意が伝わってきました。 
この後、懇親会があり、学会参加者の 3 分の 2 程度が

参加され、盛大なうちに 1 日目が終了しました。（会長

の在任中は一度も当たらなかったのに抽選会では 2年連

続、景品が当たりました。） 
２日目は一般演題 24 題と招待講演「世界、日本そし

て釧路の HIV の現状と対策」（釧路労災病院副院長 宮

城島 拓人 先生）が行われました。宮城島先生はニュ

ーヨークのエイズケアプログラムに参加したのが縁で、

2001 年から毎年、ケニアの首都ナイロビ近郊のスラム

街で、無償医療キャンプに参加されています。今回の講

演では、その経験と先進国のなかで唯一 HIV 感染者が

増加している現実は、地方都市においても決して例外で

はないことと、HIV/AIDS 予防啓発のために立ち上げた

NGO（イルファー釧路）の役割について話されました。

12 月 1～2 日にかけて行われる日臨技 8 地区 joint－
FORUM に大いに関連ある内容でした。 
今学会の一般演題数は 64 題で、ここ数年では昨年の

学会の演題数に次ぐ数です。当初は札幌から JR（特急）

で 4時間ほどかかるため参加者数や演題数を心配しまし

たが、学生やメーカーの方々も含めて 500 人以上の参加

があったことは、関係者にとって大変喜ばしいことであ

り、来年の第 57 回日本医学検査学会開催への弾みとな

ったと確信しています。 
来年は全国学会の開催に全力を投入するため、地区学

会は休みとなります。再来年（2009 年）は道南函館で

の開催予定です。全国学会の疲れの余波がでないよう地

区の力を示してほしいものです。     【小林克己】 

 

 

平成 20 年度  会費納入について 
（社）日本臨床衛生検査技師会の年会費は 
当会規定により“前納制”になっております 

 

 平成 20 年２月末日までに納入されると･･･
 

 ◆ 会員証は４月１日に手元に届きます 
 ◆ 医学検査の発送も滞ることはありません 
 ◆ あなたと家族を守る･･･ 

「日臨技リンクス」 

＜同種の保険では一番安く、給料保障も有ります＞

「臨床検査技師賠償責任保険」 
の加入も併せてお勧めします！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


